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ど<0 x">O x(O) =∞ x(田 )=0 (l) 
すべての企業は対称的であり，また技術の spillQverは起二らないとする。
こめとき第 z企業の最大化問題は q，とc，について利潤 π.を最大化するととで
ある。 ζのための 1階条件と，すべての企業が対称的tあるから対称均衡(qDS>
eDS) を持うということ， そLて競争市場における利潤ゼロの条件から， (2) 
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を得る。













一一一qBS=旦二旦旦 ぷ型工三ム(a-css)=xぺCBS)nBs+l 2nBS 
qBS'=X(CSS) (3). 
(2)0)より，
qDS>q~S CDS>CB，$' nDS?nBS ( 4-) 
が示される。
さらに，費用削減投資と社会的厚生の関係をより厳密に分析した論文に
Okuno=SU.""ffiUra [1987Jがある。彼らは，. Bulow~ealJ.akoplos::::;Kle.mpere J;' 
(1985Jにおいて考察された「戦略的代替性」と「戦略的補完佳」とLづ概念を周




























これまでと同様に定義される。このとき各企業の利潤 π，(iニ0，• . .， 1のは次の
ようになる。
















Z=.L:?=lC. Z-;=豆島~C3 (7) 
4手J




(i=l，ー ，n) (8) 
n+2 q，E(c"z)=T[a+z-(n+l)c，J (9) 
次に，潜在的参入企業が参入Lない場合の n クーノレノ一生産量均衡は以下
のようになる。
q，.NE(Ci' Z自作辻j[α+z-，-nc，] (i=l， """' n) (10) 





































であり，明らかに x(co)=0， l'なわち c，=閣の水準のままである。
3 潜在的参入企業による参入の決定
1.とZの結果より， 潜在的参入企業が参入する場合の利潤関数 πoE と参入
Lない場合の利潤関数町胞はそれぞれ，




































π;E(C" Z-J = [q，sCCoCC，s+Z ふcλz-，)J包-x(c!)





di CoCCE;←%-.111 2In+l_ULLOおF44|[叶 Z-I+向(八+z-，)ー (n+l)c，EJ
=-(n+2)'x'(c目勺 (25) 
となり， この式を満たす c/を h(z_，)とおく。利潤最大化のための 2階条件





πiNE(C" Z-，) = [q;NE(CiNE十Z_.)J'-X(C;NE) (i=l， •. .， n) 
(26) 
となる。 4.1と同様にして，他の既存企業の限界費用水準を所与としたときの
最適 R&D反応関数を求める o そのために C;NEに関する利潤最大化のための
1階条件より，
2n(a+ Z_，._nc..NE) =ー (n+l)'x'(c，N") (27) 
この式を満たす c/N を g(z-，) とおく。再び，利潤最大化のz陪条件を仮定
すると，g(Z-.-lは z_;の減少関数となる一方で Fに依存しない。
4.3 既存企業の最適反応
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まず Z-jを所与としたとき， 3.で求めた潜在的参入企業による参入の決定
を考慮にいれた既存企業iの利潤関数を再び整理すると，
(π/(c" co(c，+z_，)+ι，) (c;>z(F)-z-;) 
π!(c" z-J =j (28) 
lπ;NE(C;， z-;) (c目孟z(F)-z_;) 
となり， 図1に示される。 たfごし， Fは5.に至るまで所与とされ，
z-;に対する既存企業tの最適費用水準が分析される。
πι 
。日、:z( F) -Z-t ht 
4.1. ~2. の結果から πF と科目はそれぞれ以下のようになる。
ここで，
fn+2)' π/CC" co(Co+Z-i)十Z-J=Ar..，可 J，寸 1_11 可、宮 (x'(c;))'
-x(cJ 
Cn+ll' 
;NE(C;. Z炉ギZfL〈ピ(日))'-x(c;) U=l， ..， n) 
NE π，ー π，



















z~.(F) 三~z-;くz士ナ (F) のとき z(Fワ z_" (34) 
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ここで理解を容易にするために 2ー 既存企業， 1-潜在的参入企業の場合の
R&D均衡を図3に例示してみよう。 Fを減少させていくよとによって，図 3
-1から図3-4は構成されこいる。とこ二ろで， 3で不したように z(F)はFの増
加関数 Eあることから， 3.4. (3)で定義した z~;(F)， z~f(めもともにFの増加
関数になることを確認しておこう。 その結果，最初の図 3-1は十分に高い z!.

















46 (604) 第 145巻第5'6号
c， 
C， 




o Z~2( F) z!t( F) 
図 3-3
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し以下，そのように取り扱う。図3-1から図 3-2へ図3-2から図 3-3へ3
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